
服飾デザインに見る呪的な問題について

一一一プリーツ(アコーデオン状)と尾のかかわりを中心として一一

はじめに

メ〉、
7 木 加代子

紀要第28号において，極北ラップランドに住むスォミ族の背面衣装を通し，吉来のシャマン

の呪衣tこ見られる鳥への変身願望，飛朔，飛天の神仙豆、想が，素材は変化しながらも，現代民

族服の中にも伝承されていることを述べてきた。

当稿では尚，中国少数民族ブ、ノレーメオ族の実に硬直なプリーツスカートと，インドのラジャ

スタン地方と見られる，シルクのスカートを比較検討しつつ，吉来の民族服に多く見られる，

丹念に畳まれたプリーツのアイデア源，その意図を考察する。

2 シャマンの呪衣と鷲みみづくについて

ウノ.ハノレヴァは著書「シャマニズムJ(ウラノレアルタイ系の諸民族の世界像〉でi)，シャマ

ンの呪衣について詳しく述べており，先号でも少々述べて来たが，再度ノリレブァの語を借り考

察する。

写真 1 ウズベキタン諸民族博物館所蔵の現衣を参考としての

のろ鹿，マラノレ鹿，あるいは羊の毛皮で作ってあって，明らかに大きな鳥の特徴を表わして

いる。袖下の縫い合わせに沿って垂れているのは，く鳥の風切羽〉を表していると民間では説明

している。肩から垂れている皮や布の総も又くつばさ〉と呼ばれていて，そこにふくろうの羽

がつけてあることが多い。

これらは死者の国の神秘的な動物と思われる蛇と同様である。又シャマンの腰の回りには金震

の館りと，只を表した一種の赤い帯が縫いつけてある。

頭は烏の頭巾と言い鷲みみづくの郭ぎ皮をそのままかぶることもあり，従ってアルタイのシャ

マンはこの装束をつけた時は，ただちに鳥の姿，それも-.:fJの鷲みみずくの姿になったのは明

らかである。と述べている。

写真 2 モンゴルノ呪衣〈背面〉を参考としてお

こうした付属品は，さらに苦からと背中からと，ほとんど地面につきそうなほど長く垂れ下

がって，上差の下部全体を型づくっている。

極北地方の烏型の特徴のうち，まず述べておかねばならないのは，袖の縫い自に治ってく烏の

つばさ〉を表わし，背中に垂れている革条であろう。



写真 l
ウズデキタン諸民族博物館
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写真 3

国立民族学時物館展ノ戸

(ヤクートの背歪〕

写莫 3 国 Ù~民族学博物館所哉のヤクートの呪衣(背面〉を参考ーとして

さらに悪霊を追い払うための色々なものを装束につけている。装束の袖や背中につけた鈴や

がらがらがそうである。

右の抽には誇通五倍，左には~I伺つける。背中には二月あるいは三列に並べてつける。さらに

習中の小さな笛状の付属物と一緒についた環は音を発して諸霊を退散させるつ

その~主背rt 1 には小さな金員製の L~}矢を九i国一列 vこ並べてあるのさえ見られる。これらは明らか

に悪霊を追い払うための道具であって，やはりシャマンの背中に一列に並べてつけてある小さ

な宍(ユラン，パス)く蛇の頭〉もまたこの目的に役立つものであろう。ときに条のド端にも貝

をぶらさげることがある。

シャマンはその行為を行っている間，鳥の，もっと具体的に言えば鷲みみずくの践を着なけれ

ばならないという観念を共通にもっているへとあり鷲みみずくがシャマンの呪友のデザ、イン

源であることが述べられてレる。

写真 4 アメリカワシミミズ、クを参考として

/レネ.ゲノンの去現を用いれば，鷲が点感的認識を去すのに対して，長は理性的認識を去す

鳥である。事実，鷲は太陽の光を直接，何の覆いもなく受け取るのに対して，夜の鳥である長

は月の光をうける。つまり月によって~OC反射された太陽光線をうける。だから知性の由ーで

も，反省〔フランス語では「反射ーと同じ re1 flexionJを表すのである。そればかりか，夜の闇

を見通す隈を持っている点で 隠、された物や不可晃のものに関する知恵、を具現することにもな

る。 一一心とあり，

わが同の北海道アイヌの伝誌にも，縞長に変わるが，人も動物も共々生日の糧とする川の鮭

を，他の動物に先取りされぬよう，結j長は夜も最を光らせて見守り，人の食べる分を残してく

れた，との事から神霊fとされ，様々なデ、ザ、インにアレンジされ登場しているお

写真 4 又この長は大きく羽ばたくとその尾に，羽に，くっきりと縞模様が表われる。

この事は多くの民族日誌に見られる模様のアイデブ源と考えられ，特に縫製，模様に留意しつつ，
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写真 4

7動物百科 8鳥類 IIJ 
平凡社より

写真 5
Meoのスカート(著者蔑〕

以下 2地方の民族服の下半身のデザインを考察する。

写真e
iPeoWes of the Golden TriangleJ 
より

3 Blue Hmong (Meo)のスカートについて

モン族 (Hmong) 法，メオ族 (Meo)中国の「苗Jvこ由来する。吉くは中国の中.南部にLζ

く分布していたが，諸民族の圧迫を受けて次第に南下し，インドシナ半島へも進出したので、あ

る。モン族は病気になったり，死んだり，不吉な事がおこるということは，精霊の気まぐれの

醤食になったのだとしている。

このような状態に遭遇すると，モン族はすぐにシャマンを呼んだ。シャマンは，エクスタシー

〈悦惚〉状態になって，精霊の世界に“最"をする。そして，災いをもたらした悪意を持つ精

霊に動物を供犠 L，なだめようとするのである。

モン族のあいだでは，あらゆる自黙物，人為的災害は同じようにみなされおり，すべて宇宙論

的に位置づけられ，シャマンによって解決されるとされた。一 6)

このシャマニズム的思想の具現の形と見られる引ueMeoのプリーツスカートのデザイン的意

図を考察してみる。

写真 5 何よりも先ずこのスカートの着装法が特徴で，この細かし、プリーツは後ろに当てがし、

前で紐を結ぶ。その開いたところに紐長い前だれをつけ，写真 6その龍垂れの紐の先には房が

ついており，祭りの時など子供は特に大きく華やかな房を背に結ぶ。

又写真 7 これは子供の死後，葬送時の被せ方で，このスカートを尾として被せ，クロスス

テッチの小布が縫い合わされた上衣を烏の羽として被せる。当地では死体をく鶏の羽>vこ抱か

れた姿で、埋葬される。一一 7)とあり，はっきりとこのスカートはく鶏の尾〉を示したものとなっ

ている。男子服には雄鳥の鶏冠の装飾も伺われ，写真 6の前垂れの紐先の房もく鶏の尾〉のア

レンジと晃られる。
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写真 8 写真 9
写真 7

iPe_qples of the Golden Triangle_ 
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より
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図 1 その縫製を見ると， 7m前後の淳子木綿を 2cm進み 5m隠すくう運針で、130cmに迄絞り込

んだ実に細かし、プリーツとなる。絞る主主には裾端tこ1.8cm市の仁!の厚子綿地のパイピンダが施

されるが，この布は常識以上の厚いもので，勢いよい尾羽を天王見するためのテクニックト見ら

れる。

写真 8 その上12cmの間は幾何学模様のクロスステッチでうめつくされ，詣その上に製凶にも

記す実に小さな布のノξ ッチワークが施されている。その上30cmは，厚手木綿に細かし、幾向学模

様の濃い藍のローケツ染めが一面に施され，そのJ-Jこ4閥巾のzかし、横線が 2本鋭くパッチワー

クされている。

これら当地特有の繊細な技法で施されている横縞模様は，写真 4~こも似た，烏が~~ばたくと現

われる様々な摸様をアレンヂしたものと考察され，模様の細かさは，烏の羽毛一本一本をイ

メージする貴重なものと解釈される。
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ス方ート (INDIA)
W 6 2c 

匿 2

写真 9 最上段ウエスト蔀はl1cm巾の薄い木綿地に代わり，下 2本のプリーツを一本に取りな

がら灘ぎ合わせ，太い白糸のへリングボーンステッチで止められ， 3 cm巾の紐がついている。

4 Indiaのスカートについて

インドの商品を扱う広より買い求めたもので，正確な民族は不明であるが，ラジャスタン地

方のものと思われるスカートを考察してみる。

写真10 図 2 形態は箆型となるが， Meoとも共通する横縞の弱り換えがある。

裾端は 4都市の繋の薄い絹地のパイピング，その上18cmは草，花，太陽を思わせる高度な技法

の赤地に若草色の紋織，その上56cmは赤グログラン地に白の小さな木の並ぶ紋織となっている。

この高度な技法で諾される横縞模様段，先の Meoの細方式、ローケツ染め，クロスステッチ，

パッチワークと当地特有の凝った技法で、施される横縞模様と，その観念には相通づるものがあ

る。尚その上， 10cm， 6 c震と二段に切り換えられながらエンジの絹サテン地に変わる。
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撤をν法定
'f'I~~毒ザ

写真10 写真11 写真12
lndiaのスカート(著者議) lndiaのスカート上部 1992年正倉院提出録より

写真11 そのウエスト誌の始末は， 3mm巾の細かいプリーツを畳みつつ緑邑の糸で， Meoとも

似たチェーンステッチで止められている。

その上は2.5mm巾の赤と柑で二本，三つ訴のサテン地が細かし、平縫いで縫いつけられており，

これを2.5cm巾に若草色の絹サテン地ではさみ， 62c磁のベルトとなっている。

5 類似のス力一トについて

以 1--二点のスカートは，筒形とエプロン形と形の上で，絹と綿と素材の上での変化を見て

も，以下の共通点が見られる。

1 丹念に細かく畳まれたプリーツを，ヘリングボーン，ステッチでとめていること。

2 上部は実用的な薄地に切り変わり，再生を考えていること。

3 下部は繊細で凝った技法の，横縞模様の布に切り変わること 0

4 裾端はパイピングで始末されること。

アジアの丙と東と産離を分けても，二点のスカートの縫製には，上記の共通の流れが伺われる。

先号で記すスォミ族の衣装もワンピースながらも，腰に絞めたベルトのドは縮し、プリーツ状

であり，その裾のフリノレに，草花模様の継し、テープを常識以上に重ね重ねて，実に重厚で華麗

な横縞模様が施され，尾羽のイメージが誇張表現されている。 8)

又松本敬子先生Jt又集の民族報，ハンガリー.バローツ地方のスカートも， Meoと同じ議式で

あることが記されている。 9)

むらさきあやろう

写真12 昨1992年の正倉院展に展示された裳〈女性用の巻スカートのようなもの)r紫綾臆
けち島しぎぬっきわけのも

編鞄継分裳j もせiMeoとi司じ巻スカートの様式で、あり，細レローケツ模様が確認される。た

だ当裳では車部、テープ状の裂き和がつながり，当考察のプリーツに通じるく尾羽〉のイメージ

が表現されていると見られ，やがて二千年に及ぼうとする「裳J を高Hこ，悠久の時を忘れ，非

常な感銘であった。
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6 まとめ

以上 2点のプワーツを考察して来たが，その形態，素材等には各様の変化を見ても，丹念に

畳まれるプリーツは同じ技法で，それらにはさほどの機能性も見られず ただ古来むシャマン

の，人が鳥の如くに天高い飛淘を請い願い，鳥の振装ともなる，呪衣の裾く尾羽〉のイメージ

を継承するものと思われ，往年の神拙思想が多分に秘められたデザインと考察される。

又，丹念に接縞を描きつつ施されるローケツ，クロスステッチ，パッチワーク，高震な技法の

紋織等も，烏が羽ばたくと鮮やかに環れる様々な模様〈写真 4参照〉の具現化と見られ，羽毛

一本一本を丹念に刺すが如きテクニックと考察され，又それらは，尾羽の持つ生気，或いは，

草木の芽吹く怠吹きの知きイメージの，具現の技法とも解釈される。

各地各様に表現される下半身，裾のデザインは，当地を象徴する技法の集積とも忠われ，い

づれ列挙してみることも一課題と考えている。
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